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２ 経営管理の方法及び農業従事の態様等に関する指標 
 

  経 営 管 理 の 方 法  ア  経営の合理化・健全化を進めるため、簿記記帳の普及により経営 

  と家計との分離を図る。また、青色申告の普及を図る。 

 イ 家族農業経営については、その経営管理面を充実強化し、必要に 

  応じて１戸１法人化を進める。生産組織については、経営の効率化 

   近代化を図り、熟度の高いものから地域の実情に応じて法人化への 

  誘導を図る。 

 ウ 合理的な経営管理を行うため、経営体内の役割の明確化を図る。 

 エ 農業従事者の経営管理能力の向上を図るため、経営研修機会の確 

  保に努める。 

 オ 経営体質を強化するため自己資本の充実を図る。 

  農 業 従 事 の 態 様 等  ア 農業従事者を安定的に確保するため、休日制及び給料制の導入を 

  図る。 

 イ 農繁期における労働負担の軽減のため､臨時雇用者の確保を図る｡ 

 ウ 労働環境の快適化を進めるため、労働衛生に配慮した農作業環境 

  の改善を図る。 

 エ 労働の安全性の強化を図るため、農作業環境の整備、労務管理の 

  充実、より安全な機械等の導入、休憩時間の確保等に努める。 

 オ 農業従事者の資質向上を図るため、技術・労働改善等の研修会の 

  確保に努める。 

 カ 組織経営体においては、常時従事者全員の社会保険の加入、厚生 

  施設等の充実を図る。 

 

 


